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  2022 年度事業報告 

2022 年 7月 1日～2023 年 6月 30 日 

 

1．評議員会・理事会の開催 

  2022 年度は理事会を３回（みなし決議１回を含む）、評議員会を 1 回開催した。開催概要は

以下のとおりである。 

 第 10 回理事会 

  日時・会場  2022 年 8月 24 日（水）13 時 00 分～14時 30 分 

ATR 第 2 応接室、大阪大学東京オフィス、福知山公立大学、高橋賢藏理事宅

および中川雅永監事宅を Web 会議システムにより結んで開催 

出席役員  木戸出正繼代表理事、阪田正和理事（以上 ATR 第 2応接室） 

栄藤稔理事、高橋賢藏理事、西田豊明理事、中川雅永監事（以上 Web 会議シス

テムにて出席）、 

議事 ①2021 年度事業報告の件（決議事項） 

     ②2021 年度決算の件（決議事項） 

     ③理事及び監事候補者の件（決議事項） 

④2022 年度事業計画の件（決議事項） 

     ⑤2022 年度予算の件（決議事項） 

     ⑥2022 年度定時評議員会招集の件（決議事項） 

 

2022 年度定時評議員会 

  日時・会場 2022 年 9 月 12 日（月） 午前 13時 00 分～14 時 40 分 

        ATR 特別会議室、大阪大学産業研究所及び松本正夫評議員宅を Web 会議システ

ムにより結んで開催 

  出席者  吉田進評議員、葉原耕平評議員、横矢直和評議員、木戸出正繼代表理事、 

阪田正和理事、中川雅永監事（以上 ATR 第 2応接室） 

松本正夫評議員、八木康史評議員、（以上 Web 会議システムにて出席） 

  議事 ①2021 年度事業報告の件（決議事項） 

     ②2021 年度決算の件（決議事項） 

     ③2022 年度事業計画の件（決議事項） 

     ④2022 年度予算の件（決議事項） 

     ⑤理事６名選任の件（決議事項） 

     ⑥監事１名選任の件（決議事項） 

     ⑦評議員５名選任の件（決議事項） 

 

第 11 回理事会（みなし決議） 

  決議があったとみなされた日  2022 年９月 12 日 

  決議事項  理事全員一致で木戸出正繼氏を代表理事に選出 
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第 12回理事会 

  日時・会場 2023 年 1 月 27 日（金）13時 00 分～14 時 30 分 

ATR 特別会議室、大阪大学東京オフィスおよび福知山公立大学を Web 会議シス

テムにより結んで開催 

出席役員  木戸出正繼代表理事、阪田正和理事、鈴木雄一理事、山本誠一理

事、中川雅永監事（以上 ATR 特別会議室） 

栄藤稔理事、西田豊明理事（以上 Web 会議システムにて出席）、 

議事 ①2022 年度受託調査の概要（報告事項） 

     ②協会の上半期収支実績（報告事項） 

     ③社会貢献活動の状況（報告事項） 

  

２．受託調査研究の実施 

ＡＴＲより、2022 年 12 月 1 日から 2023 年 6 月 30 日までを契約期間として「2040 年を見

据えた、電波利活用強靭化技術が拓く未来社会像およびその実現に向けて取り組むべき研究

課題に関する調査」を受託し実施した。この調査のため、電波 COE プロジェクトに参画した

研究者を中心に意見交換や意見聴取を行い、その報告をとりまとめて期日にＡＴＲに納品し

た。報告の概要は以下のとおり。 

 

 

 

３．社会貢献活動 

  当協会は非営利型一般財団法人として、情報通信等の分野の研究開発の一般への啓発および

これらの分野の研究者の育成等の社会貢献を行うことを目的の一つとしている。過去には地元

の精華町東光小学校において、プログラミング教育の支援を行い、終了した。 

今年度のこれまでの活動等は以下のとおりである。 

（１）将来の情報通信技術者を目指す児童・生徒数の拡大を目指し、地元の山城地域で実施

されている児童の作文コンテストに協賛し、情報通信に関わる優秀な作品に賞を出すこ

ととしたが、今年度も該当する優秀な作品がなく、授賞は見送った。 

（２）リモート併用で 3年ぶりにリアル開催されたけいはんな R&D フェア（10月開催）に参

加した。 

（３）昨年度より 2025 大阪・関西万博に向けた「時空を超えるけいはんな」市民プロジェク

トを支援している。同市民プロジェクトは、同万博において「命輝く未来社会を可視化

する」ことを目標に、まず、けいはんな学研都市に産学官民の共創プラットフォームを

構築する。このプラットフォームは、先端技術領域の創出にチャレンジする人材が集ま

り、自由な発想で物作りできる場を作ることを目指している。このような場が確保され

れば、当協会としてより積極的に参画することを検討いたしたい。 

  


